
令和８年度 白鷹町関係人口創出・拡大業務プロポーザルに関する質問への回答 

令和８年６月２６日 

白鷹町企画政策課 

 

１． 参加者募集について 

質 問 事 項 

仕様書に記載されている「現在首都圏に在住する本町出身者２０名程度」につい

て、町が把握している対象者リストや既存のネットワーク（同窓会、出身者団体

等）はありますでしょうか。また、受託者がそれらを活用して参加者募集を行うこ

とは可能でしょうか。 

回  答 

現在、町が把握している対象者リスト及び既存のネットワークはありません。 

なお、対象者への周知方法としては「質問５」の回答をご参考ください。 

 

２． ふるさと住民登録制度について 

 

 

質 問 事 項 

仕様書において成果目標として「出身者の１５名以上が（中略）ふるさと住民登録

者となること、または、登録を希望すること」とありますが、現時点で想定されて

いる制度概要および登録開始時期について、公表可能な範囲でご教示ください。 

回  答 

ふるさと住民登録制度は、居住地以外の応援したい自治体にアプリを使ってふるさ

と住民登録を行うことで、関係人口を可視化し地域活性化につなげていく取り組み

です。登録自治体の情報を得ることができる「ベーシック登録」と、年３回以上地

域の担い手活動を行うことでその地域の特典が得られる「プレミアム登録」の二通

りがありますが、成果目標としている登録者数はどちらかを限定するものではあり

ません。 

なお、総務省が進める制度ですので、詳細は総務省のＨＰなどでご確認ください。 

また、総務省の見解では、令和８年度内からの登録開始を可能としていくとのこと

ですが、アプリの稼働が２月末頃に可能となり、その後、自治体の準備期間を経て

からの登録開始となるため、現時点では登録開始時期を明確にお示しすることはで

きません。 



３．交流機会の実施方法について 

 

４．参加対象者について 

 

５．参加者募集・広報について 

 

質 問 事 項 

仕様書に記載されている交流機会の創出については、１回の開催を想定しているの

でしょうか。また、事業効果を高めるため、複数回の交流機会の実施や、交流会前

後のオンライン交流・コミュニティ形成等を組み合わせた提案は可能でしょうか。 

回  答 

交流機会の創出は１回を想定しておりますが、委託料の範囲内で可能であれば複数

回の実施で構いません。 

また、今後の事業展開を鑑み、交流会前後のオンライン交流・コミュニティ形成等

も含み、効果的な手法をご提案ください。 

質 問 事 項 

仕様書では「概ね平成元年以降に生まれ本町において育ち、現在首都圏に在住する

本町出身者」とありますが、町として特に参加を期待する年齢層や属性（学生、若

手社会人、子育て世代等）がありましたらご教示ください。 

回  答 

想定した年齢層であれば属性は問いません。最終的なアウトプットとしては、Ｕタ

ーンにつながることとしております。ふるさとのために役に立ちたい方やふるさと

の旬な情報を得たい方、町とつながりたい方、現在の仕事や生活を見直したい方の

参加を期待します。 

質 問 事 項 

本事業における参加者募集にあたり、町として想定している広報手段や、受託者に

対して協力可能な範囲（広報媒体の活用、既存ネットワークへの周知等）がありま

したらご教示ください。 

回  答 

現時点で想定している広報手段はありません。効果的な広報手段をご提案くださ

い。 

なお、町ＨＰ、インスタグラムのほか、町内在住者の協力を得ながらＳＮＳ等を活

用したピンポイントでの周知も必要と考えております。協力者の選定や依頼等につ

いては、町が主となり進める必要があると考えますが、受託者様と協議のうえ方法

を検討いたします。 



６．２次審査について 

 

質 問 事 項 

２次審査のプレゼンテーションについて、遠方事業者を対象としたオンライン参加

の可否をご教示ください。また、オンライン参加が可能な場合は、想定されている

実施方法についても併せてご教示ください。 

回  答 

２次審査では、ＺＯＯＭでのオンライン参加を可能といたします。 

オンラインでの参加を希望される場合は、７月１５日までにご提出いただく「参加

表明書」にその旨を記載ください。１次審査を通過されたオンライン参加事業者様

には、１次審査の結果通知とともに参加ＵＲＬをお送りいたします。 


